
 
目的は排泄に自由であること、生きること。方法はトイレの備え 

減災チーム・トイレの備えの目的は「いつも、どんなときも排泄に自由であること。すべての人が生きるこ
と」です。方法は「トイレの備え」。特に非常時のトイレについて意識の備え、技能の備え、モノの備えを三本
柱に、情報発信と実践指導ですべての人の排泄の自由をお手伝いしています。 
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設立の想い ～俺がやらずに誰がやる～ 
代表の長谷川高士です。私は本業であるトイレ専門店を営むかたわら、減災チ

ーム・トイレの備えを運営しています。災害時トイレ問題に関わり、本会を設立
するに至った経緯とその想いを書きました。 
 
 
 
 

＜講習で初めて知った「災害時トイレ問題」＞ 

 きっかけは、2014 年に受講したNPO 法人日本トイレ研究所の災害時トイレ衛生管理講習会でした。 

災害時には「トイレ問題」なるものがあり、 
間接的とは言えトイレが原因で命を落とす人がいる。 

ショックでした。そして長年トイレに携わっていながら、災害時のトイレ問題を全く知らなかったことに大き
な衝撃を受けました。「何とかしなければ」……私は、災害時トイレ問題の解決に向けた活動を始めることにしま
した。大切な命、トイレを備えて生きる、生かす。これが唯一にして変わることのない活動の目的であり、原点
です。  



＜阪神・淡路大震災から 23年。いまだ問題は解決せず＞ 

1995年の阪神・淡路大震災。この時日本で初めて「災害時のトイレ問題」が認識されたと言われています。発
災から 23 年が経ちました。「災害用トイレ」と呼ばれる対策品は目覚ましく発達し、多種多様な商品で非常時の
トイレ問題を解決できるようになりました。ところが……2016 年に発災した熊本地震で「トイレ問題」は解決さ
れませんでした。知識不足、準備不足が主な原因です。 
モノの次に必要なのは、意識と知識、そして一部では技能。トイレについて、ハードではなく「ソフトの備え」

が不可欠であることが、いよいよ明確になりました。 
携帯トイレの販売を通して「モノの備え」の普及を一人でやってきた私が、活動の舵を大きく切ることになっ

た瞬間です。 
 

＜体験こそすべて。水を使わないトイレの「使い方体験」をすべての人に！＞ 

特に発災直後においては、水を使わないトイレ（携帯トイ
レ）こそ唯一役に立つ災害用トイレと言っても過言ではあり
ません。 
携帯トイレは、普段使っている水洗トイレとカタチがまっ

たく違います。仮設トイレやマンホールトイレと違って、直
感的に使い方がわからず戸惑い、満足に使えないことさえ珍
しくありません。携帯トイレを知らないこと、携帯トイレが
使えないことは、文字通り致命的なのです。 
意識と技能を一度に身に付けるには「体験」こそすべて。

「水を使わないトイレの使い方体験をすべての人に」を合い
言葉に、それを一日も早く達成することを目指しています。 
それこそが「いつも、どんなときも排泄に自由であること。すべての人が生きること」への答え。毎日トイ

レに携わっているからこそ、他の誰でもでもなく私の使命なのです。 
 

＜「教える」のも「教わる」のも、皆さんです！＞ 

問題の本質が見え課題が明確になった私は、2016 年 11
月、チームをつくることを決意しました。私にとって苦手な
ことで、大きなチャレンジでした。挑戦したのには理由があ
ります。 
携帯トイレの使い方を教えることが私だけだと、私が生き

ている間にできる範囲で終わりです。時間もかかるし、もし
もの時にとても間に合わない。 
 
日本中で、そして世界中で携帯トイレトレーニングが行わ

れ、次から次へ、人から人へと携帯トイレの使い方を教え合
っている。私の役目は、その状態を実現することです。そして最速で果たすために「チーム・トイレの備え」
が存在しています。 
  



トイレを備える 
いつも、どんなときも排泄が自由であるためのトイレの備えには意識と技能とモノの 3つがあります。 
 

＜意識の備え＞ 
リーダーに向けた災害時トイレ問題の本質

と解決策。呼び起こしたい意識は「トイレ問
題への認識は十分でなく、見落としがある」
という危機感。その危機感に目覚めて欲しい
相手は、リーダーです。 

＜技能の備え＞ 
 体験で技能を身に付け、災害時トイレの選
択肢を増やす！携帯トイレを「あなたの災害
用トイレの選択肢」に加える。これこそが、
あなた自身とあなたの大切な人を救ってくれ
る「トイレ力（りょく）」になるのです。 

＜モノの備え＞ 
 水を使わないトイレ（携帯トイレ）の中で
もお勧めできるものをご紹介、ご提供してい
ます。 
 
 
 

水を使わないトイレの使い方体験をすべての人に！ 
地域の減災は、地元の力で！減災トレーナ

ーを養成しています。3時間の講習受講でトイ
レ減災トレーニングを実施するために必要な
スキルが学べます。 
 
 
 

いつも、どんなときも排泄に自由であること、生きること 
トイレの備えについての各種お問合せ、ご相談はこちらまで。 

 
トイレの備え で検索 


